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　宮下特五郎先生と私との接点は必ずしも多くはない。専門領域はちがうし，
盃を傾けながらお話を伺ったこともない。ただ，先生の数あるご趣味のうち，
スキーとテニスの時だけ，4・5回ご一緒させていただいた。あとは教授会で
隣の席にすわらせていただく機会があったり，入試採点の時などに御部屋に入
りこんで，興味あるお話をきかせていただいたくらいであった。
　だが，先生とは永年おつき合いをさせていただいたような，格別の親しみを
憶えている。
　先生の話題の豊富なこととその話術の巧みなことについては，今更のべるこ
とはないであろう。先生は，次から次と，泉から湧き出るように語られるのだ
が，それが決して抽象的なことを論ずるのではなく，もっぱら事実をもって語
らしめるといった具合に語られるのである。それゆえにきわめて説得的でもあ
った。話術が巧みだったと書いたが，それもごく自然に，ボソボソと語られる
中に，人の耳をそぼたたせずにはおかない魅力があった。私などは，聞くこと
すべて新しい知見で，先生の部屋に入ったら時間を忘れるほどであった。ま
た，先生からは人の悪口を聞いたことV：一一度もなかった。
　そのようなわけで，先生には何ともいえない暖かい抱擁力があった。どんな
に角のある人間でも，先生に接すれぽいつの間にか円い人間にさせられるほど
であった。人づき合いのわるい私でも，いつの間にかその魔力にかかって，人
生というものの片鱗を学ぶことが出来た。私がまだテニスの習い始めの頃，私
の家の近くのテニスコートまで呼び出して，御教授をしていただいたことがあ
ったが，その頃はひどいもので緑にサーブの出来ない私に，トスの仕方を懇切
に，くりかえしくりかえし教えて下さったものである。その時「こうゆう風に
リズムをつけて」といって「ワン・ツー’スリー」といわれた掛声を，今でも
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サーブをする時には思い出すほどである。亡くなられるすこし前にも，ゼミの
学生たちと一緒に先生をお呼びし，テニスのあとに家で食事を共にしたのが，
先生の声咳に接した最後であった。
　スキーにも2度程ご一緒したが，その技術は抜群であった。先生のそれは戦
後のゲレンデ・スキーの技術ではなく，北海道の山々をツアーして練えた実践
的なものであった。先生はまた仲々おしゃれなところがあって，スキー用具や
アパレルも特注であつらえ，独身貴族をたのしんでおられた様子であった。
　その初対面の日から私が先生にたいして特に親しい雰囲気を感じることが出
来たのは，先生が札幌生れで，しかも北大農学部のご出身であったからでもあ
った。小樽で生まれた私は，少年時代から北大には憧がれていたし，とくに私
の尊敬する内村鑑三や新渡戸稲造らが，北大の前身，札幌農学校の出身であっ
たことにもよる。クラークや内村や新渡戸の研究のためには北大の図書館，北
方資料室，そして，農学部に，何度も足を運んだ。その度に，あのエルムの杜
の並木のさわやかさと大らかさに，知的な興奮と共に人間社会をこえた安らか
さを感じたものであった。
　　豊かに稔れる石狩の野に
　　雁はるばる沈みてゆけぽ
　　羊群声なく牧舎に帰り
　　手稲の嶺黄昏こめぬ
　　雄々しく聾ゆる楡の梢
　　打振る野分の破壊の葉音の
　　さやめく蔓に久遠の光
　　おごそかに
　　北極星を仰ぐかな
　先生がこのような自然と環境の中で，その人格を陶汰されたことを，うらや
ましく思う。と同時に，先生のような大型の，しかも現実的な知性を必要とさ
れる現代，その死はまことに惜しみて余りあるものがある。
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